
                                                                              

授業方式の名称 授業の狙い（期待効果） 教員配置と授業の形態の例 授業の進め方の例 講義と課題の内容，関係 備考 

 

ＰＢＬ１ 

 

（Process-based 

 Learning) 

 

 

ＰＢＬ１の狙い 

①基礎知識の有機的理解， 

応用力の育成 

 

ＰＢＬ１～３の共通の狙い 

①授業への主体的参加 

②コミュニケーション能力向上 

③自己学習能力の獲得 

④チームワーク能力 

 

１教室 

 

 

     

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

・講義内容： 

課題を解くための必要な知識を

講義する。 

 

・課題： 

講義で学んだ知識を確認，基

礎応用するための演習問題，小

実験に関する考察など 

●他の授業の進め方例： 

テーマによっては毎授業で，前半に

講義，後半にＰＢＬ１形式の授業を行

う。 

●適用授業の例： 

ＰＢＬ２，３以外の授業科目（英語，

数学，理論主体の専門科目など） 

 

ＰＢＬ２ 

 

（Problem-based 

Learning） 

 

ＰＢＬ２の狙い 

①問題解決能力の育成 

②幅広い統合化能力の育成 

     ＋ 

ＰＢＬ１の狙い 

 

 

教室：基本的には１ｸﾞﾙｰﾌﾟ/教室， 

教員：基本的には１人以上/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・講義内容： 

学生が自己学習を開始するた

めの必要最小限の知識を講義す

る。 

 

・課題： 

解決のためには講義範囲外の

知識も自己学習・考察する必要の

ある高度なテーマ。 

●適用授業の例： 

 沖縄高専セミナー，各学科の学生実

験，実習など。テーマによっては卒業

研究・創造研究もＰＢＬ２で実施。 

 

ＰＢＬ３ 

 

(Project-based 

 Learning） 

 

ＰＢＬ３の狙い 

①創造性の育成 

     ＋ 

ＰＢＬ２の狙い 

 

教室：基本的には１ｸﾞﾙｰﾌﾟ/教室， 

教員：基本的には１人以上/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・講義内容： 

学生が自己学習を開始するた

めの必要最小限の知識を講義す

る。 

 

・課題： 

解決のためには講義範囲外の

知識も自己学習・考察する必要が

あり，解決方法や答えが未知な実

社会的で有用なテーマ。 

●適用授業の例： 

 創造演習，産業創造セミナー，卒業

研究，創造研究など。 

 

教員 1 人 学生 4～8 
人/ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

5～10 ｸﾞﾙｰﾌﾟ/教室 
学生：ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議，発表
教員：評価，補足説明 

教員：講義，課題提示 
学生：ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議 

３～４回 
の授業 

学生：宿題実施 
単独の調査，計算，考察

このﾊﾟﾀｰﾝの 

繰り返し 

教員 

学生ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

（  統括教員） 

学生：ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ 

   課題事項の整理 

学生：単独での調査，計算 

教員：分析，情報提供 

学生：学習成果の小発表，

情報共有化，新たな課題

の明確化，実験・実習 

教員：評価，補足説明 

課外 

１週 

１週 

教員：講義（50 分程度） 

問題提示 

２～３回 
繰り返し 

課外 

１週 

１週 

同上 

ＰＢＬ１ 

全体の実施期間：０．３～1 年 

3～6 週 

教員 

学生ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

（  統括教員）

学生：ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ 

   課題事項の整理 

学生：単独での調査，計算 

教員：分析，情報提供 

学生：学習成果の小発表，

情報共有化，新たな課題

の明確化，実験，計算 

教員：評価，補足説明 

１週 

１週 

教員：講義（50 分程度） 

問題提示 

１～２月毎に
繰り返し 

 

教員：講義（＋演習）

  沖縄工業高等専門学校におけるＰＢＬ形式授業の狙いと実施方法  


